
(1) 担当支部： 福井支部 13872
分水嶺区分 2005年 5月 4日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
宮本　数男 10622
大和　康郎 13872
宮前　庄三 12487
関本　健一 10999

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況

度 分 度 分 秒
歩行開始点 楢俣集落跡地 136 23 35 49 25.4 378.9

渡渉・登山開始 136 22 35 48 47.6 455.3 0:35 林道
P915 136 22 35 48 4.2 912.4 1:10 A-1 ⑥

分水嶺到達点 桧尾峠 136 22 35 47 43.7 971.8 0:30 A-1
白倉岳 136 21 35 47 19.9 1,201.4 0:55 A-1 ⑨

W104 金草岳 136 21 35 47 13.1 1,227.2 0:15 A-1
　 （戻る） 　 　 （15分） -

白倉岳 136 21 35 47 19.9 1,201.4 0:14 A-1 ⑨
桧尾峠 136 22 35 47 43.7 971.8 0:36 A-1

W103 布滝 136 23 35 47 30.9 1,045.3 0:39 A-1 ②・③･⑤
W102　 冠山峠 136 23 35 47 18.5 1,043.6 0:27 A-1
　 （戻る） 　 　 （15分） -
W103 布滝 136 23 35 47 30.9 1,045.3 0:20 A-1

ソバクス林道降り口 136 22 35 47 41.3 909.3 0:27 A-1
水場 136 22 35 47 42.1 916.3 0:03 A-1

分水嶺離脱点 桧尾峠 136 22 35 47 43.7 971.8 0:10 A-1
渡渉・下山点 136 22 35 48 47.6 455.3 1:15 A-1

歩行終了点 楢俣集落跡地 136 23 35 49 25.4 378.9 0:30 林道

総所要時間
（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

W104 塚奥山 ２ 真南
W103 布滝 ３ 真南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

9時間30分

ｺｰｽ概略：

ｱﾌﾟﾛｰﾁ：
入る。林道を少し入った所の楢俣集落跡に付近の橋が昨夏の集中豪雨で崩落し、現在工事中であるので、手前の
空地に車両を残置して林道を歩く。白倉谷と添又谷が合流する手前を白倉谷側に入り、白倉谷を渡渉する。渡渉した
所が登山開始点である。急登の尾根道を登り桧尾峠の分水嶺踏破開始点に着く。復路は往路と逆コースである。

敦賀市・福井市・武生市より池田町役場に集合する。２台の車輛に分乗してR417の河内より白倉谷に沿った林道を

このコースの一般的な山行は、車でＲ417で冠山峠に行き､金草岳まで往復山行である。しかし､R417の田代～冠山

14.1

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

8時間11分歩行時間（休憩時間を除く

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

⑤福井県側斜面は福井県越美山地における典型的な日本海型ブナ林として指定されていて伐採を一切を禁じられ、｢楢俣ブナ
　 植物群落保護林｣になっている素晴らしいブナ林が広がる。その保護に指定されている境界は布滝と桧尾の両尾根筋の間で
    あるが、栃尾の尾根筋を我々は登って来た。尾根の両側には大変立派なブナが左右に見られ、目も心も新緑に浸りながら登

⑥桧尾峠～金草岳の稜線は笹林の中に登山道が作られているが、福井県側は稜線を少し下がると、広葉樹類が見受けられる
　　らせて貰った。

　　ようである。岐阜県側の斜面は余り広葉樹は見受けられず、主に笹類しか見受けられなかった。

　 倉峠への三叉路までに右側に入る林道が有り、その林道への降り口である。
⑨白倉岳付近の岐阜県側斜面で一部ずり落ちの兆候が見受けられる箇所がある。

⑦桧尾峠より冠山峠方面への尾根筋を５分程下った所に水場の標識が有り、そこより１０ｍ程福井側の斜面を降りると、岩の割

    ているのは大変な驚きである。５項の保護林のお陰か。
　　れ目から清水が流れており、夏でも流量は少なくなるが、涸れる事は無いとの事である。こんなに稜線に近い所で清水が出

⑧水場より少し冠山峠方面に下った所の岐阜側にソバツク林道降り口が有る。この林道は冠山峠から岐阜県に降りて行くと高

④岐阜県側は杉の植林が桧尾峠上部まで。杉の手入れが全然なされていない。又尾根にまで植林されており邪魔である。

上部赤ペンキ

特記事項

分かり辛い場所に位置している為、上部赤ペンキが塗ってあるのか？

保存
状況

角1箇所欠け

　 崩落箇所も入口側から復旧の工事がなされている。
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事務局整理記入欄 福井－28
晴れ

5名 名

山本以久子

会員番号：大和　康郎
(3)山行日：W104金草山～W102冠山峠

12260
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地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

14.1

38.5

35.4

49.6

38.5
20.4

　 福井県の看板が一杯。冠山峠を記す石碑・他に関係町村の墓のような町村名表示の石碑が３基。（冠山峠の石碑のみで良い）
②点：布滝～桧尾峠の間に作業用ワイヤロープが登山道に多く見られる。
③楢俣集落跡地～登山開始点の間の林道は昨年の集中豪雨と思われるが、数箇所土砂崩れしており・又橋も２箇所流されている。

①冠山峠は国道４１７(冬場は積雪・落石など危険な為に通行できず、通行止めのパイプ他が国道中央部に散在している)、営林署・

①　
②・③･⑤
③･⑤･⑧

峠間が昨夏の集中豪雨で道路の崩壊が随所に有り、簡単には行けない。（冠山峠～冠山の山行時では約3.5時間
掛かった。）金草岳の登山コースには河内コースもあり、今回分水嶺踏破のほぼ中間点（桧尾峠）に到着し、そこか
ら金草岳を往復・冠山峠を往復をして当該区分の分水嶺踏破を完了する事とする。

所要
時間

36.4

55.0



（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

ＧＰＳによる歩行記録地図、並びに採取ポイントの説明

   写真説明：　
           ＧＰＳによる歩行記録地図、並びに採取ポイントの説明を写真にして添付する。
          「なお、このデータ処理にはカシミールのソフトを利用して作成した。」
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